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議 題 等 

１ あいさつ 

２ 議題 

  研究調査報告書に関する研究大会当日用フォーマットの検討に

ついて 

３ その他 

 

 



議 事 の 要 旨 

１ あいさつ（石川委員長） 

２ 議題 

研究調査報告書に関する研究大会当日用フォーマットの検討について 

フォーマット記載内容（案）を基に説明 

（石川委員長） 

・見出しについては、関東甲信越静社会教育研究大会の書式に合わせ作成する。 

  ・記載の順番について（はじめに、活動の具体性、成果と課題、今後の展望）を

考えている。 

・ページ配分・分量は、見開き２ページ（写真・イラスト掲載可）で偶数ページ

を基本とする。なお、ヒアリングに関するページ数は、２から６ページとする。 

（小林委員） 

・記載する内容としては、社会教育委員の関わり、行政との関わり、・組織、仕組

みづくり、継続の工夫などはどうでしょうか。 

 （秦野副委員長） 

・相模原市として参考になる点、取り入れるには難しい点も取り入れたらどうで

しょうか。 

（石川委員長） 

・代表者が変更になった時の変化、失敗した後の立ち直り、感想などがある。 

（小林委員） 

・社会教育委員会議として作成した「もっと○○〇公民館」のフレーズを何処か

に取り入れたい。 

・全部の公民館が実施しているわけではないので、一部事例である旨の説明を記

載する必要がある。 

（高橋委員） 

・サブタイトルとして「神奈川大会に参加して」はどうか。 

（秦野副委員長） 

  ・未来像、組織、継続の仕組みはどうか。 

 （若林委員） 

  ・項目は共通でわかりやすい方がよい。 

 （石川委員） 

  ・記載の順番はどうするのか。 

（秦野副委員長） 

  ・あくまでも私案になるが、当日発表事例→相模原市事例→感想または相模原市

事例→当日発表事例→感想の二つを考えている。 

 （高橋委員） 



  ・全体の感想、分科会の感想、個人の感想は必須か。 

 （小林委員） 

  ・各委員の感想はそのまま記載するのか。 

 （秦野副委員長） 

  ・項目としては挙げて、全部記載しなくてもよいのでは。 

 （高橋委員） 

・原稿執筆は一人の社会教育委員が行うのか。 

・読み手は誰なのか 

（秦野副委員長） 

  ・基本的には１人での執筆を考えているが、委員相互の情報共有は重要であると

思う。 

  ・教育委員会へ提出するので、教育委員、職員及び市民の方を想定している。 

 （高橋委員） 

  ・どのような報告書にしたら良いか。 

 （秦野副委員長） 

 ・見出し項目については、昨年の茨城大会の報告書を参考にしたい。 

・研究大会後、１週間で完成させる必要があるため、事前に８割方完成させてお

く必要がある。 

（小林委員） 

 ・本橋委員の相模女子大学との連携事例は、報告書作成時までに間に合えば程度

で考えておけばよいのか。 

（秦野副委員長） 

 ・それで良いのではないか。 

（事務局） 

  ・９月１日（月）に神奈川県社会教育委員連絡協議会研修会に参加すると、研究

大会の発表リハーサルを兼ねるのでイメージがつくと思います。 

（秦野副委員長） 

  ・神奈川県社会教育委員連絡協議会事務局から開催冊子の発表データが貰えれば、

作業は少し楽になるかと思うので打診してみます。 

 （石川委員長） 

・今後については、秦野副委員長と本日の皆さんの意見等を踏まえて、フォーマ

ット（案）を作成し各小委員会での確認・意見後、定例会に提案することで了

承いただきたい。 

（委員一同） 

・承認します。 

 



 以上で、社会教育委員会議第１回小委員会を終了します。 

 

  石川委員長の挨拶で会議を終了した。 

以 上 



 

令和７年度 第１回社会教育委員会議小委員会出欠席名簿 

 

 氏   名 所 属 等 備  考 出欠席 

１ 若林 由美 
一般社団法人 

こども家族早期発達支援学会事務局長 
 出席 

２ 石川 利江 学識経験者（桜美林大学教授） 委員長 出席 

３ 秦野 玲子 学識経験者(ＲＥ Ｌｅａｒｎｉｎｇ代表） 副委員長 出席 

４ 小林 政美 
学識経験者(特定非営利活動法人男女共同参画

さがみはら 副代表理事) 
 出席 

５ 高橋 修一 公募  出席 

 


